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宇宙開発事業団

1　概　　要

　　事業団は・．昭和55年9月↑4日にττ一500A型ロケット8号機によ’

　つて1字宙材料実験用搭裁装置の槻能碕認試験を行吟・ぼ㌻その目的を達成し

た。　　　　・　　　　　　　・．．…

　今回、9号機による宇宙材料実験は：、前回の8号機と同様射場系追尾試験　．

　と同時に行う・ものである。

　　実験にあたってぼ、科学技術庁の昭和52，55，54年度特別研究促進調整

　費による「宇宙空間を用いた新材料製造のための地上実験に関ずる結合研究」

　及び前回8号機の機能碕認試験の成果に基づき、関係研究機関の筋力を得て

・実旛することとしている6
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2．二二材料実験

　　今回の9号機についての内容等を下表に示す。
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実験テーマ ．実　験　内　容 関係研究機関 備　　　　　考

ニッケル系

㈲烽ﾌ

ｻ造実験

NエーτエC系及びM－A¢203

n焼結材を電気炉内で加熱・

ｺ学・加圧・冷却処理して、

Zσ及び地205が均一分教し

ﾄ良好な組識をもつ複合合金

�?ｻする。

科学技術庁

熨ｮ材料
@技術研究所

電気炉3個使用

O回の8号機では機

¥硅認試譲のため2

ﾂとした

アモルファス

ｼ導体の

ｻ造実験

Si一山・一τe系カルコゲンア

c泣tァス材料を電気炉内で

ﾁ熱・溶融・冷却処理して、

O元素が均質に混合した良質

ﾌアモルファス半導体の作製

�sう。

理化学

@研究所

　電気炉1個使用

i前回の8号機と同じ）


